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2n 個の四面体をリング状に繋いだカライドサイクルを考える。（図１は， 4n  ） 

 

 

 

 

 

 

一般性を失さずに AD=BC=1 とでき，次の様に座標をとる。 
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α   , , 0, , :x y z y x z  任意  

β   , , , :x y z y mx z  任意    但し， tanm
n

 
  

 
とした。 

 

任意の点 P を移動した後の点を  Pf  P A As tY X     と置き，具体的に計算すると， 
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私が作った GRAPES ファイルの中のパラメータの解説 
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したがって， 

    21 sin sin sin cos coscm s t m s cm t cm s      

 ここで，       22 2 2 2 21 sin sin 1 1 sinr cm s m s cm c m m s        

     
sin

arcsin
m s cm

r
    

 
 

とおけば， 

 sin cosr t cm s   となり，次を得る。 

また 

Ａ  Af ，Ｄ  Df  

【記法についての説明（点のフォント）】 

移動前の点をＡ･･･，移動後の点をＡ･･･と表す。 

そして，カライドサイクルの各頂点を， 

Ｅ＝Ａ＋ｐＡＤ 

Ｆ＝Ａ＋ｑＡＤ 

Ｇ＝Ｂ＋ｕＢＣ 

Ｈ＝Ｂ＋ｖＢＣ 

と置いてＧＲＡＰＥＳ－Ｆｉｌｅｓは作成してあります。パ

ラメータ n, b, c, p, q, u, v を変化させること

で，様々なカライドサイクルを作り出せます。 

 また，パラメータ s で，回転運動をします。 
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